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ʲετʔϦʔʳ
　江戸時代に池田ًがඣ路城に入ると、赤穂は
そのఋ池田長の行地となった。慶長 8
（1603）年に赤穂代官としてෝしたਨ水半左Ӵ
門勝ॏは、はじめ尾崎にډをߏえたという。
　ਨ水勝ॏは、慶長 10（1605）年に八幡宮をમ
戸から今の地に移したともいい、この頃がおそら
く尾崎地区の本֨的な開発の開࢝であり、その目
的は製塩であったことだろう。

　赤穂八幡宮は赤穂藩との関わりがਂく、同宮に
は大石内ଂॿΏかりのାֹ、ϋθの木、石౮、
ሯ風をはじめ、赤穂ٛ࢜関のॻঢ়が多く残され
ている。またਕই事݅後に赤穂城を開城した後、
ԕྛ寺で残ॲ理を行う際に大石内ଂॿྑ雄が住
んでいたのが、伝大石ྑ雄仮ۯ地（通শおせどɿ
市ࢦ定史）であったという。
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